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堺
市
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
す
で
に
人
口
一
二
万
人
を
超
え
、
年
々
急
増
を
続
け
て
い
る
。
国
立
泉
北
病

院
は
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
央
部
に
位
置
し
、
同
地
区
内
唯
一
の
国
立
綜
合
病
院
と
し
て
五
〇
〇
床
の
ベ
ッ
ド

を
有
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
、
看
護
婦
の
人
員
が
病
床
数
に
比
し
て
は
る
か
に
少
な
い
た
め
、
相
当
部
分
を

空
床
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
た
め
堺
市
立
病
院
と
比
較
し
て
も
病
床
利
用
わ
く
に
著
し
い
差
を

生
じ
て
い
る
。
地
区
住
民
は
国
立
泉
北
病
院
の
医
療
体
制
の
整
備
充
実
を
強
く
求
め
て
い
る
が
、
医
療
職
員
の
不

足
の
た
め
、
空
し
く
折
角
の
医
療
設
備
を
充
分
利
用
で
き
な
い
で
い
る
。 

ま
た
、
同
病
院
の
救
急
患
者
受
入
わ
く
は
、
極
め
て
低
い
。
地
域
自
治
会
編
集
に
係
る
文
集
『
「
救
急
車
」
―
国

立
泉
北
病
院
へ
の
叫
び
』
に
収
録
さ
れ
た
住
民
の
声
は
む
し
ろ
病
院
に
対
す
る
告
発
の
感
を
深
く
す
る
。
救
急
患 

急
増
す
る
人
口
に
見
合
つ
た
空
床
の
速
や
か
な
解
消
は
地
区
住
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
。 

国
立
泉
北
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の
医
療
体
制
の
整
備
に
関
す
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質
問
主
意
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三 

 



 

従
つ
て
、
関
係
校
区
連
合
自
治
会
の
要
望
に
基
づ
き
、
大
阪
府
会
議
員
藤
田
ス
ミ
氏
、
堺
市
会
議
員
井
上
敏
江

氏
ら
の
調
査
結
果
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

更
に
同
病
院
で
と
ら
れ
て
い
る
予
約
制
に
つ
い
て
は
、
大
多
数
の
住
民
が
批
判
的
で
あ
る
。
予
約
制
の
改
善
の

要
求
は
す
で
に
久
し
い
が
実
態
は
容
易
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。 

一 

厚
生
省
の
担
当
者
は
従
来
か
ら
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
泉
北
病
院
の
病
床
の
完
全
利
用
を

図
る
旨
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
完
成
時
入
居
人
口
に
対
し
、
そ
の
約
七
割
近
い
人

口
が
居
住
し
て
お
り
、
全
体
の
完
成
に
至
る
今
後
の
建
設
の
日
程
も
お
お
む
ね
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

者
受
入
わ
く
の
向
上
は
、
地
域
住
民
の
総
意
で
あ
る
。 

従
つ
て
、
国
立
泉
北
病
院
の
全
病
床
の
完
全
利
用
に
至
る
ま
で
の
年
次
ご
と
の
予
定
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

四 

 



 

三 

現
在
、
泉
北
病
院
で
は
、
予
約
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
堺
市
原
山
台
三
丁
目
南
自
治
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
八
〇
％
の
回
答
者
が
予
約
制
に
つ
い
て
不
便
だ
と
訴
え
て
お
り
、
前
記
文
集
で
は
極
め
て
多
数

の
人
々
が
硬
直
的
予
約
制
の
た
め
病
院
で
診
察
、
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
先
年

厚
生
省
国
立
病
院
課
長
よ
り
、
近
畿
医
務
局
次
長
宛
に
、
予
約
制
の
強
力
運
用
を
文
書
で
通
知
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
事
態
の
改
善
を
見
る
に
至
つ
て
い
な
い
。 

二 
救
急
患
者
受
入
状
況
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
一
年
一
月
以
降
同
年
十
一
月
末
日
ま
で
、
堺
市
全
域
の
救
急
件

数
一
四
、
〇
九
九
件
の
う
ち
泉
北
病
院
の
受
入
は
わ
ず
か
に
一
四
三
件
で
一
％
に
過
ぎ
ず
、
堺
市
立
病
院
の
六

三
八
件
に
比
べ
て
も
極
端
に
少
な
い
。
泉
北
病
院
に
お
け
る
休
日
、
夜
間
の
医
療
体
制
の
整
備
は
大
阪
府
も
強

く
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地
域
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
泉
北
病
院
の
救
急
受
入
体
制
の
整
備
、
充
実
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

よ
つ
て
こ
の
際
、
新
患
の
予
約
制
に
つ
い
て
地
区
全
体
の
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
弾
力
的
運

営
に
つ
い
て
の
指
導
を
求
め
る
と
と
も
に
改
め
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
た
い
。 

四 

以
上
の
各
項
目
の
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
医
師
、
看
護
婦
な
ど
の
医
療
職
員
の
増
員
が
必
要
で
あ
る

が
、
そ
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


